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研究成果の概要（和文）： 
本研究による諸成果は、経済構成員の間で情報の格差が存在する場合の情報構造の表現に関

する同値性の提示、差異情報下にあるゲームにおけるベイジアン戦略に対するバリューの連続
性に関する帰結、決済メカニズムに関するインセンティブ効率性の視点から情報のネットワー
クを伴う経済制度分析への基本モデルの適用による金融決済に関する情報の非対称性と最適な
リスク分担の問題の解明、大きな経済における有限経済の枠組みと無限経済の枠組みにおける
情報の節約性に関する従来の諸成果を関連づける分析結果の確立、である。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The results of our research we obtained are the following: comparison and equivalence of 
two different types of representation of information structure in economies with 
differential information, presentation of continuity properties of the values with respect to 
Bayesian strategies of two person games under differential information, an application of 
the basic model to an analysis of a large value payment system with information network 
and its incentive efficiency, and a comparison of results concerning information saving 
coalition formation in large economies with finite number of agents with that in a 
continuum of agents economy. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究計画を準備した先行研究である平
成１３～１５年度基盤研究『組織とネットワ
ークにおける戦略的情報開示に関する研究』
で得られた研究成果を幾つかの方向に発展
させると同時に、さらなる研究の拡がりと深
化を目標とした。上記の基盤研究において得
られた成果は、非協力ゲームの協力ゲーム的
ベイジアン・ゲーム・モデルの基本的枠組み
の確立、およびそうした基本的枠組みを利用
した経済制度・経済組織の分析の始まりであ
る。その研究過程では他の研究者を巻き込ん
だ幾つかの共同研究への萌芽があった。これ
らの萌芽的研究を進展させることが本計画
の主要な背景である。 
 
 (2) こうした研究成果を基に、本課題の予備
的研究の段階で、情報伝達プロセスと情報ア
ップデートのそれぞれについて概念規定と
試論的モデルの検討の段階まで予備的研究
を進めた。これまで共同研究を行って来た市
石達郎教授を始め、米国の Shlomo Weber 教
授および Edward Green 教授のほか、この種
の問題に取り組んでいるイスラエルの Einy
教授も新たに共同研究者として加わった。  
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、経済主体間に情報格差が
存在する場合の経済主体の戦略的行動と協
調的行動の相互作用が経済の制度や組織に
どのようなインプリケーションをもたらす
のかをゲーム理論的に分析することにある。
特に、個々の経済主体が異なる情報を持って
行動するような状況における戦略的行動と
協調的行動の相互作用と、経済主体全体の情
報構造の関係を分析することを目標として
いる。「組織」としては企業組織のみならず、
公的な組織体、消費者間の「結託」や組織体
等を念頭においている。 
  分析上の枠組みから言えば、経済制度あ
るいは経済組織に関する諸問題を、経済構成
員間の戦略的な協力ゲームとして表現し分
析を行う点にあり、各意思決定主体の間で保
有する情報に格差が存在する場合の情報構
造との関連で分析する。考察する具体的な研
究の課題として、つぎの諸テーマがある。 
(1)ベイジアン経済におけるゲーム解の分
析、 

(2)経済における情報伝達プロセスもしく
は情報のアップデートと解概念の研究、 

(3)情報のネットワークを伴う経済制度分
析とシステム分析への適用、 

(4)大きな経済における情報節約的コアリ

ション結託形成の分析、 
である。 
 
 
３．研究の方法 
 相互に連関する下記のトピックに関し、海
外共同研究者の市石達郎教授、Ezra Einy 教
授（両教授については日本国内大学所属中は
研究分担者あるいは連携研究者）、Shlomo 
Weber 教授、 Edward Green 教授等との共同
研究を進めた。テーマ別の共同研究者は下記
の括弧内に示した通りである。 
(1) ベイジアン経済における協力的戦略ゲ
ーム解の分析 （市石、山崎） 
 
(2)ベイジアン経済における協力的戦略ゲー
ム解の分析 （山崎、Einy） 
 
(3) 大きな経済における情報伝達プロセス
もしくは情報のアップデートと解概念の研
究 （市石、山崎、 Einy） 
 
(4) 経済構成員相互の協力的結託形成の規
範的分析 （Weber、山崎） 
 
(5) 情報のネットワークを伴う経済制度分
析とシステム分析への適用（Green、 山崎） 
 
４．研究成果 
(1)経済構成員の間で情報の格差が存在する
場合の情報構造の表現に関しては、それをゲ
ーム理論に組み込む場合やミクロ経済学の
モデルに組み込む場合について、Harsanyi が
導入したタイプ空間アプローチによるベイ
ジアン表現が存在する一方、数学分野での一
般的な表現である確率空間を用いた状態空
間アプローチとがあり、それが並行的に用い
られて来た。これら二つのアプローチが数学
的に同値なアプローチであるか否かを比較
検討し、同値性の命題を提示した。 
 
(2)プレイヤー間に情報格差が存在し、差異
情報下にあるゲームにおいては、ベイジアン
戦略の期待利得関数がすべてのプレイヤー
について同時に連続性を満たすとは限らず、
その結果ベイジアン・ナッシュ均衡が存在し
ない可能性のあることが知られているが、ゼ
ロ・サムの２人ゲームではこの状況は大きく
変化する。そこでは期待利得関数は個々のプ
レイヤーのベイジアン戦略について連続と
なるからである。本研究では、そうしたゲー
ムの解としてバリューを考え、バリューが強
い意味での連続性を満たすことを明らかに



した。さらに、プレイヤーの最適戦略がプレ
イヤーの持つ情報や、各プレイヤーの戦略の
組についても上半連続性および近似的な下
半連続性を満たすことを示した。これらの性
質は従来知られているベイジアン・ナッシュ
均衡対応の性質とは対照的である。ベイジア
ン・ナッシュ均衡対応の場合は、上半連続性
や下半連続性の性質を満たさないからであ
る。 
 
(3) 経済主体間に情報格差が存在する場合
の経済主体の戦略的行動と協調的行動の相
互作用が経済の制度や組織にどのようなイ
ンプリケーションをもたらすかを、情報のネ
ットワークを伴う経済制度分析・システム分
析へ適用し、銀行間決済に見られるような大
規模な金融決済システムにおける決済に関
する情報の非対称性とリスク分担の問題を、
決済メカニズムに関するインセンティブ効
率性の視点からゲーム理論的に分析を試み
た上で、大規模な金融決済システムにおける
最適なリスク負担の在り方に関する問題を
分析した。従来のほとんどの文献ではこうし
た問題に関わる研究は決済上の取引を外生
的に与えられたものとして分析しているた
め、取引上のルールや制度の変化が内生的な
取引自体にどのような影響を与えるかを分
析しきれていないが、本研究では単純なモデ
ルを用いて一般均衡論的に内生的な取引の
変化を分析し、最適なリスク負担の在り方に
関する制度的なインプリケーションを明ら
かにした。 
 
(4) 大きな経済における構成員相互の協力
的結託形成の規範的分析を行い、市場経済に
おける配分がパレートの意味での最適性の
条件を満たさないならば、配分に対して存在
するブロッキング・コアリションの数やコア
リションの相対的な大きさについて分析し
た。特に、有限経済におけるブロッキング・
コアリションの数に関するマスコレルの定
理と、大きな連続体濃度の経済においてブロ
ッキングにおける情報の節約度を考慮した
グロダル、シュマイドラー、ビンドの 
結果を結びつける定理を提示し、証明を与え
た。 
 
(5) 経済分析の理論的枠組みを形成する一
般均衡理論の基本的枠組みにおける経済の
数量および変量に関する認識、およびその代
表的表現形式である需要概念を中心に経済
分析の歴史におけるそうした経済数量や変
量に対する認識の現代経済理論からの解釈
を「Debreu コンジェクチャー」の視点から考
察した。また、Aumann が導入した連続体経済
としての大きな経済における経済数量や変
量の表現を経済分析の歴史に見られる理論

家の認識と結びつけることを試みている。 
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